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処分基準
　１　市長が、一類感染症、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び
　　　新感染症のまん延を防止するために必要があると認める場合で
　　　あって、消毒により難いと認めるとき
　２　当該建物への立入り制限、禁止では当該感染症のまん延を防止
　　　できないとき

処分の対象
　一類感染症、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症の
　病原体に汚染され、又は汚染された疑いがある建物の所持者若しくは
　管理者、又は当該建物に立ち入る者

処分内容
　１　対象となる建物の状況、感染症の病原体の性質その他の事情を
　　　勘案し、適切と認められる方法により、期間を定めての当該建物
　　　への立入り制限又は禁止を行う
　２　一類感染症等の建物の外部へのまん延を防止することができるよう、
　　　当該感染症の発生の状況、当該措置を実施する建物の構造及び
　　　設備の状況その他の事情を考慮して適切な方法で行うとともに、
　　　緊急の必要がなくなったときに、できる限り原状回復に支障を
　　　きたさない方法により、当該建物の封鎖、その他必要な措置を行う。


